


■  「水産研究所だより」3 号の刊行にあたって ■■  ■ ■■

  

                 三重県水産研究所長 紀平 正人  
 

若鮎おどる季節、皆様にはますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は水産研

究所の活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
さて、ここに「水産研究所だより」3 号を刊行する運びとなりました。この号では、平成

21 年度の水産研究所の組織の紹介と業務の内容を案内させていただいています。水産研究

所のことを皆様によく知っていただき、身近な研究機関となる切っ掛けになればと願って

います。 
言うまでもなく、我が国の水産業を取り巻く環境は非常に厳しいものがあり、三重県で

も同様な状況となっています。一つ一つ数え上げればきりがないほど、多くの逆風が吹き

荒れています。この厳しい状況下、「それらの逆風に立ち向かっておられる漁業者の方々を、

技術的な面から支援していくことが水産研究所の使命である」と言っても過言ではないと

思います。私は、この 4 月に水産研究所の所長として赴任してまいりましたが、これまで、

主として水産行政に携わってきましたので、その経験も踏まえながら、水産業を支える技

術開発や水環境の保全に関する研究等に取り組んでいきたいと考えています。 
また、三重県では、組織再編により昨年度から水産研究所が水産行政部門と一体化され、

水産施策を総合的に実施できるようになりました。水産研究所では今まで以上に、現場の

要望に応じた課題の設定と研究成果の移転・実用化を念頭に置きつつ、当研究所が身近に

感じられ、良きパートナーになれるように、率先して活動していく所存ですので、よろし

くお願いします。 
三重県は 1000km あまりにも及ぶ全国第 8 位の長い海岸線を持っています。長いだけで

なく、伊勢湾、鳥羽・志摩海域、熊野灘とそれぞれ特徴が異なる海岸線を有しており、多

くの漁業者によって様々な漁業が営まれています。それに対応して、水産研究所では、伊

勢湾の漁業を担当する鈴鹿水産研究室、熊野灘で活発な魚類養殖を主に担当する尾鷲水産

研究室、主に鳥羽・志摩海域の漁業を担当すると共に、すべての研究機能を統括する水産

研究所の 3 ヶ所で研究活動を行っています。水産研究所の全職員が一丸となって、本県の

水産業に関する技術の向上に向けて、それぞれの職場で活動していますので、ともに水産

業に携わるものとして、当研究所をご活用いただくとともに、ご理解いただけましたら幸

いと存じます。 
最後に、今後も皆様方のご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

                 
 

平成 21 年 6 月 
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組織とスタッフ組織とスタッフ組織とスタッフ組織とスタッフ

平成 21 年度の運営体制について 

                             
 
 県の組織再編に伴い、平成 20 年度から水産研究所は農水商工部が所管する組織となり、

今年度で 2 年目となりました。水産行政部局や普及部門との連携をより一層強化し、生産

現場が抱える課題やニーズを的確に捉え、「研究成果の移転・実用化」を常に意識して研究

を行う、という組織再編の趣旨を踏まえ、漁業の現場で頑張っておられるみなさんの身近

な研究機関となるように研究活動に取り組んでまいりたいと考えています。 
 平成 21 年度の水産研究所の組織とスタッフを以下に紹介します。今年度は、所長をはじ

めとして 7 名の新しいスタッフが加わりました。新しいスタッフを迎えて、少し新しくな

った水産研究所を、どうぞよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

水水産産研研究究所所のの組組織織おおよよびびススタタッッフフ  
((平平成成２２１年年４４月月１１日日現現在在))

 主 幹 松田浩一 主幹兼機関長 岡本楠清

水産研究所  主 幹 岡野清和 主幹兼船長 松尾剛平

現在員 ４２名  主 事 松尾和則 主任技術員 柴原浅行

主任技術員 谷水宗美

技 術 員 中村明菜

技 術 員 赤松沙織

主任研究員 青木秀夫 研 究 員 西川久代
主任研究員 井上美佐 研 究 員 明田勝章

研 究 員 渥美貴史 主任技術員 大田幹司
研 究 員 阿部文彦

主任研究員 久野正博
主任研究員 岡田 誠

研 究 員 丸山拓也

主幹研究員 山田浩且 主任研究員 畑 直亜
主任研究員 清水康弘 研 究 員 国分秀樹
主任研究員 舘 洋 主任技術員 西川次寿

主任研究員 水野知巳 研 究 員 岩出将英
主任研究員 坂口研一 研 究 員 程川和宏

主任研究員 中西尚文 主任技術員 小河義秀

主任研究員 宮本敦史
研 究 員 辻 将治

研 究 員 羽生和弘
技 術 員 谷水洋介

資 源 開 発 管 理 研 究 課

５名尾 鷲 水 産 研 究 室

４名

鈴 鹿 水 産 研 究 室 ７名

企 画 調 整 課  １０名 

水 圏 環 境 研 究 課

所長  紀平正人

（調査船あさま）

◇副参事 兼 課長  内田高昭

◇総括研究員 兼 課長  神谷直明

水 産 資 源 育 成 研 究 課  ８名

◇主幹研究員 兼 課長  津本欣吾

◇研究管理監 兼 課長 西村昭史

◇主幹研究員 兼 室長  藤原正嗣

◇主幹研究員 兼 室長  土橋靖史

 ７名
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◇魚類類養殖をを支援援すするたための研研究◇◇  

 東紀州地域では、複雑な海岸線を利用したマダイ

などの魚類養殖が活発に行われており、重要な産業

となっています。しかし、近年の生産過剰によって

単価が下落し、収益性が大きく低下しています。ま

た、長年の魚類養殖による漁場行使によって、養殖

が行われている内湾では環境が悪化し、生産性も低

下しています。このため、漁場環境を改善し、産地

間競争に打ち勝つ高品質な養殖魚を生産するための

技術開発や、コストの削減など養殖の効率化が求め

られています。 

写真 13 エドワジエラ病に罹患した

養殖マダイ 

尾鷲水産研究室では、持続的に魚類養殖を行うことが可能となるように、各漁場の環境

と海底の底質の状態の関係を調べ、適切な収容密度などを提案する研究を行っています。

また、近年増加傾向にあるマグロ類養殖が、漁場環境に及ぼす影響についても調査する計

画です。さらに、養殖の効率化を進めるため、養殖用飼料の低価格化や、疾病の発生を未

然に予防する技術についても研究を行っています。  

                

（関連する事業） 

・マダイのエドワジエラ症対策（魚類養殖試験） 
・マダイ養殖の餌料コスト削減に関する研究（魚類養殖対策事業） 
・クロマグロ養殖漁場環境影響評価調査（魚類養殖対策事業） 
・魚類養殖漁場における漁場利用評価モデルの開発 
・魚病診断カード等の電子カルテ作成緊急雇用創出事業 
 
 
 
 

（その他の連絡） 

  
 
   
 
 
 
 
 
 
 

 

平成 21 年度が始まってから 2 ヶ月以上が経ちましたが、遅ればせながら「水産研

究所だより」の第 3 号を発行しました。今回の号では、水産研究所の研究課・研究室

で行っている主な研究を紹介しましたが、それら以外にも多くの研究を行っていま

す。それらの内容や成果についても、水産研究所のホームページなどで発信していき

たいと思っています。 

 また、水産研究所では、現場で活躍しておられる漁業者の皆さんに、研究の成果の

報告する機会を積極的に持ちたいと思っていますので、ご希望される方は、是非連絡

いただければと思っています。 

 「水産研究所だより」は、今年度あと 2 回程度発行し、主要な研究の成果について

報告する計画ですので、どうぞ楽しみにしてください。 
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 研究成果情報研究成果情報研究成果情報研究成果情報
三重県沿岸におけるクエ海面養殖の可能性について 

 
尾鷲水産研究室 土橋 靖史 

はじめに 

 クエはハタ科マハタ属の魚で、体長 1m 以上にもなる大型の魚です（写真 14）。漁獲量も

少なく、幻の高級魚とも言われます。冬が旬とされ、天然物では 1kg あたり 1 万円以上す

ることもあります。クエ（アラ）鍋が有名ですが、刺身や唐揚げなど様々な料理にしても

おいしい魚です。 

 クエのような高級魚は、養殖対象種として大変魅力のあるものです。尾鷲水産研究室で

は、クエの種苗生産技術の開発をおこない、10 万尾単位で種苗生産できるようになってい

ます。一方、クエは低水温が苦手で、水温が 20℃を下回ると摂餌が低下しはじめ、15℃以

下では体重の減少が見られるようになります。三重県南部の養殖が盛んな海域は、冬季に

は水温が 15℃以下まで低下するため、クエを 1kg まで成長させるのに 3~4 年ほど必要にな

ります。特に 100g 以下の稚魚では越冬時の死亡率が高く、ひどい場合には「冬の間にいな

くなっていた」という話も聞かれます。このような状況から、三重県沿岸において、クエ

養殖は非常に難しいとされ、種苗は生産できるようになったものの海面養殖はほとんど行

われていません。 

そこで尾鷲水産研究室では、閉鎖循環式陸上養殖システムを用いて飼育実験を行ったと

ころ、クエの適水温である 26℃の水温で周年飼育することによって、2 年未満で体重 1kg

以上まで成長させることができることが明らかになりました。この成果を受けて、尾鷲市

内の業者が閉鎖循環式陸上養殖システムによるクエの養殖を事業化しています。しかし、

この方法はクエを効率よく成長させられるものの初期投資および電気代などのランニング

コストが高いため、残念ながら広く普及するには至っていません。クエ養殖を普及するた

めには、やはり海面養殖する必要があります。 

 

 
写真 14.体重 1kg（全長 38cm）のクエ 

 
加温越冬クエ 1 才魚の海面養殖試験 

クエを海面で養殖するためには、まず稚魚の越冬問題を解決する必要があります。これ
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〒517-0404  三重県志摩市浜島町浜島３５６４－３
TEL（０５９９）５３－００１６
FAX（０５９９）５３－２２２５
E-mail：suigi@pref.mie.jp

鈴鹿水産研究室

 

〒510-0243鈴鹿市白子１丁目６２７７－４

TEL(0593)86-0163

 

FAX(0593)86-5812
尾鷲水産研究室

 

〒519-3602尾鷲市大字天満浦字古里２１５－２
TEL(0597)22-1438

 

FAX(0597)22-1439

三 重 県 水 産 研 究 所

この印刷物は再生紙を使用しています。




